意向調査結果　　　　　　　　　3月15日

1、 参加の動機

①　使命感

	市民主導の条件作り（３）　

行政の改革は市民の手でしか行えない

背骨の通った条例作りに参加したい

自治体理念原則の確認

自治基本条例の内容と理念について考えたい

住民自治の活動に参加（４）　　　

自らの市は自らが護る条例を作りたい

市民として参加した

市民として市政に関心を持ちたい

市政の今後を知りたくて

地方政治への関心

市民が自らの意志を中央に向って発信すべき

100人会議から継続（２）　

責務を感じ（２）

作成が重要（２）　

自治基本条例の成立を願う　

次世代のため微力を

良い街にする為お役に立ちたい（２）

皆が皆を思いやれる良い社会を創るキッカケにしたい

鎌倉市の健全にして明るい発展のため

大船マンション活動（３）


②　自分の経験　

	町内会役員になり自分が何が出来るかを知るため　

NPO活動、役員などの経験を生かしたい　

演劇創造と地域社会


③　勉強

	市政と行政との価値観の共有

心ある市民との会話を求めて参加　

歴史的価値の重視

色々勉強になるから

自分の糧になる

三日会に誘われて（２）


2、市民会議全般の運営に対する意見

①　学習　　

	市政の全般（地方自治を含む）の討議

条例のモデル（成功と失敗）  

会議条例の内容や自治確立の手法の徹底調査と委員啓蒙

諸法令との関係で自治基本法の果たせる役割


②　条例の中味

	条例のあるべき姿　　

基本条例の意義と役割の周知（２）

現今の風潮に流されない条例の策定

鎌倉らしさが溢れた条例

自分のことは自分で決められる鎌倉市に

条例化に際しては良い文言を選んで欲しい

どうしても「官」にしかできないことだけを「官」に


	会議行政主導は慎む

行政とのパートナーシップを保持　

条例大網案作成まで官民協働で作業を進める

市との協働策定を大切に（２）

協働の仕組みづくり

市民と市議会・市の執行機関の役割と責任　

議員・職員の早期参加　

市議会対策（２）

NPOと行政の協働を実現（２）


③　協働のありかた

④　広報　　

	条例策定のプロセスとルール

市民意向の市政への反映の仕方が最大のテーマ

活動内容の透明性確保

自治会・ＮＰＯとの合意形成　　

	17万市民が条例策定に参画できるシステム（３）

基本条例に対する市民の期待にどう応えられるか

検討案の住民参加

市民の総意が積み上げられた討議（２）

市民のあらゆる体験をテーマにまとめる

鎌倉の風土に根ざしたコンセンサス

	PIの推進

市民の気持ちを条例に（２）

市民の知恵

多数の市民が自治に加われる活動

多くの市民の意見を聴く（７）

市民会議に色んな方が加わるよう

一部の人に偏らない老若男女の構成を

老若男女が参加できる会議つくり（２）

若い世代への声かけ・活動参加・メールアンケート（２）　

若い人の意見をもっと（２）　　

爺さん条例と揶揄されぬよう


⑤　PI

⑥　条例策定後の対応

	条例の複数提案　　

結論の内容が（条例化の時）変更されないよう

条例が出来た後も市民会議でもむステップを


⑦　スケジュール

	一年は短い　

条例成立までの時間、２年では短い

検討・策定スケジュールもう少し余裕が欲しい

じっくり時間をかけるべき


３、作業の進め方・会議のあり方についての意見

①　基本認識

	会議ルールの徹底

自己主張、自己実現はダメ　　

市民相互・市民と行政相互の理解

市民の要件・市民の権利と責務　

「市民権とはなにか」など、基本的な問題に対する議論

実質的な中味ある検討

きめ細かく細心で良心的な運営で　　

さわやかな会議


②　民主的に

	みんなが発言できる会議の運営を

他の人の意見の尊重　

思想・信条の尊重　

民主的な議論で作る（２）　　

参加者多数の意見を聴取（２）　　

会議の進め方に不安（世話人中心になるのか？）

特定の人の意見に左右されないように


　

③　外部の知恵

	会議メンバーは鎌倉の他、近隣の方々も含めるべき

会議専門家集団を可能な限り入れる　　

海外の見聞（住む為のルール）を生かしたい


④　オープン化

	市民が積極的に参画できる会議の運営　

市民の参加（市民会議の進め方）

市民の論議


4、自治基本条例の内容についての意見

①　理念

	徹底した市民主人公の条例を期待（２）　

市民の手による真の地方自治

地方分権（市民の参加） 

市のグランドデザイン欠如を補完

未来像

理念や鎌倉市の将来方向を盛り込むべき　　

長期要望

鎌倉の夢を取り入れる　

歴史都市鎌倉らしい、個性ある条例　

古都鎌倉を誇れる条例を

歴史と伝統文化を尊重

鎌倉市と市民の文化の自覚と周知を条例１０ヶ条程度に　

平和都市宣言を条例の基本に

心休まる鎌倉市（文化・伝統・青少年）　

美しく機能的な市にするために

たての公平性を視点に

憲法と子供の権利条等を活かす

次世代からも評価される条例を　　

理念と実現性を重視


②　市民の権利と義務
	　市民の権利と義務

市民の責任と義務の明確化


　

③　行政のあり方

	政策決定のあり方　

市民要望を市政が取り扱う際の評価が可能な機能を

先進的な制度・手法を取り入れた条例　

市議との関係要整理




④　まちづくり

	まちづくり

私の住む街がこうなったらいい

環境をキーとした街づくり

歴史や環境を守り美しい街を更に発展させたい

緑豊かな街・挨拶が飛び交う街・子供たちが住みたいと思う街

安全面、環境面で心豊かに暮らせる街

ゴミ､タバコポイ捨て、落書きポスター禁止

名実共に豊かな街づくりを期待

独自性を持った鎌倉らしい街

良い街づくりの為の自治体のあり方（安全・環境）

市内への乗用車乗り入れ規制対策




⑤　子育て

	子育てに力点を（２）　

子供の問題

教育の刷新

少子高齢化対策　


　

⑥　景観

	景観（２）

自然との共生


⑦　財政

	財源の捻出と配分（経済収益の向上）

財政状態悪化への対応

効率的な施策財政に関連して


⑧　地域の活性化

	観光魅力の向上　

付加価値の高い生産性機関の誘致

産業振興、街の活性化のレポートを書く




⑨　弱者・マイノリティ対応

	外国人との共生　

高齢者、障害者などすべての市民の支えとなる条例作り




⑩　情報公開
	情報の開示・公開の徹底化（２）
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